
目標

1.2.  私たちは本来、地域に対してより多くの挑戦や価値を生み出せる可能性を持っています。し

かし、人の広がりが生まれにくい状況では、新たな視点や発想を取り込みづらく、挑戦の幅も限

定されてしまいます。その結果、地域に届けられる取り組みや影響力にも限界が生じます。可能

性を閉じるのではなく広げていくために、仲間を増やし、多様な力を結集していくことが必要で

す。

1.  地域と継続的につながり、将来を共に担う仲間を増やすことを目的に会員拡大を行います。新

たな人材と出会い、対話を重ねることで、青年会議所の活動や価値を正しく伝え、共感を得た人

が次の担い手として加わる流れをつくります。

2.  シニア・クラブとの交流を通じ、先輩方がどのような想いに共感し入会に至ったのかを学びま

す。その背景にある地域への志や行動を知ることで、次世代の仲間へ伝えていく力を高め、会員

拡大に繋げます。

事　業　目　的

公益社団法人 小豆島青年会議所　2026年度

会員拡大会議

　議長 眞渡 寛

事　業　背　景

パ　ー　ト　ナ　ー

1年間で10名の新規入会

1.  これまでの人脈を大切にしながら出会いを広げ、拡大に向けた学びを深めます。

2.  シニア・クラブとの交流例会
政　策　手　法

2.  シニア・クラブとの交流（3月、11月）

3.  例会の運営（4月、6月、10月）

活　動　概　要

1.  会員拡大（通年）

（公社）日本青年会議所、（公社）四国地区香川ブロック協議会

小豆島青年会議所シニア会


